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2.1 第 1 章：なぜ日本語教育学のナショナリズムを問うのか 
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2.2 第 2 章：思考様式言説の変遷 











2.3 第 3 章：第Ⅰ期「日本語＝日本人の思考様式論」前史：敗戦～70 年代初め 
第 3 章から第 5 章までは、前章の量的分析で得られた三つの時期それぞれの思考様式言
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説の実態と特徴が、時系列的、質的に分析されていく。 
第 3 章では、まず、質的分析の対象と四つの分析視点が定められ（1 節）、第Ⅰ期の約




在化していた可能性が指摘される（3 節）。次に、（2）「50 年代半ばから 60 年代前半」に
は、「日本語の発想法（p.89）」という概念が広がり始め、日本語や学習者の母語の特徴が
思考様式という概念で記述され、両者の関係も言及され始めるが、ここではまだナショナ





2.4 第 4 章：第Ⅱ期「日本語＝日本人の思考様式論」による包摂：70 年代半ば～80 年代
前半 

























































2.6 第 6 章：戦後日本語教育学とナショナリズム 
第 6 章では、第 2 章で提示された三つの論点に沿って思考様式言説の変遷が捉え直され、
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